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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】使用者の手と輸尿領域を衛生的に清潔に保つ、
又は浄化することが可能な装置を提供するとともに、使
用現場で廃棄することができ、細菌の繁殖や使用者にと
っての不快を軽減できる装置を提供する。
【解決手段】男性使用者の排尿の方向付けを改善するた
めの排尿方向安定化装置を提供し、装置は、尿が通過す
るための導管を備え、前記装置は、使用者のペニスがフ
ィットするように構成された基端と、尿を導管に流入さ
せる為の基部側開口部と、導管から尿を流出させる為の
先端側開口を有する先端を有し、前記装置は内表面と外
表面を有し、内表面は、浄化、抗菌、又は殺菌、又は抗
真菌機能のうちの一つ以上を備えており、排尿後に装置
の内表面上で拭くことによって、使用者のペニスを浄化
できることを特徴とする装置。また、任意で、外表面を
インク受容媒体で形成し、流体吸収性のダブル機能を有
しながら、高解像度、迅速な装着、及び広告を可能とす
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　男性使用者の排尿の方向付けを改善するための排尿方向安定化装置であって、
尿が通過するための導管を備え、
前記装置は、使用者のペニスがフィットするように構成された基端と、
尿を導管に流入させる為の基部側開口部と、導管から尿を流出させる為の先端側開口を有
する先端を有し、
前記装置は内表面と外表面を有し、内表面は、浄化、抗菌、殺菌、又は抗真菌機能のうち
の一つ以上を備えており、排尿後に装置の内表面上で拭くことによって、使用者のペニス
を浄化できることを特徴とする装置。
【請求項２】
　尿の流れを通過させるように設けられたことを特徴とする先端部と、
　排尿中には尿の流れに直接接触しない基部とを備え、
　浄化、抗菌／殺菌及び／又は抗真菌機能が浄化、抗菌／殺菌及び／又は抗真菌物質もし
くはパウダーで含浸された装置の基部の少なくとも一部により提供され、装置を取り外す
ことにより、排尿後に基部の少なくとも一部で拭き取って使用者のペニスを浄化すること
ができる、請求項１に記載の排尿方向安定化装置。
【請求項３】
　円錐台形状である請求項１又は２に記載の尿方向安定化装置。
【請求項４】
　防水又は耐水表面を設けた補強された紙で形成され、基部側開口を形成する円周がロー
ルエッジになっている前記請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の排尿方向安定化装置
。
【請求項５】
　外表面が、水によって変化しないインクジェットイメージを形成した多孔媒体であり、
接触すると液体を吸収することができる前記請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の排
尿方向安定化装置。
【請求項６】
　先端にひだが設けられており、排尿中に流体の圧力がかかると、先端側開口が、尿が通
過できるように十分に開き、一方では、装置がその積み重ねから容易に取り出すことが可
能な前記請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の排尿方向安定化装置。
【請求項７】
　前記請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の前記装置の積み重ね組立体であって、前
記装置を取り出すための取り出し部と複数の前記積み重ねられた装置を備え、装置は、略
円錐台形構造であり、前記組立体は、それぞれの装置の先端が上を向くように配置されて
いる組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、排尿中における正確性と衛生面を改良するための装置に関する。本発明は、
特に、起立状態で排尿する男性が使用するための排尿方向安定化装置の提供に関し、この
行為の衛生面を改良することができるという効果を有する装置である。さらに、本発明は
、この装置の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　公衆及び家庭用トイレ設備において、個人が排尿中に尿をこぼしたり、方向を間違えた
りすることにより、トイレや小便器の縁の周囲、周りの床領域に不快で不衛生なしみや臭
いの原因となり、さらには、個人の着衣にも少量の尿のしみが付くことがある。これは、
特に、子供や、体力が衰えた人、あるいは、公衆の乗り物の中のトイレなどのような、車
両の動きによって正確な方向に排尿することが困難な場所において問題となっている。ま
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た、別の問題は、従来のトイレ及び手洗い設備が整っていない場所においては、たとえ排
尿方向安定化装置を使ったとしても、典型的には拭き取ったり、手を洗ったりする機会が
なく、それが不快なしみや着衣の臭いの原因となる。
【０００３】
　少なくとも一つ目の問題において考えられる解決策が提案されており、完全に満足のい
く解決策が存在しないものの、そのうちの幾つかを説明する。
【０００４】
　特開平１０－２３４７６３号には、高齢の男性が排尿する際に、その軌道を修正するた
めの男性用排尿調整シリンダが開示されている。ここで開示されている装置は、尿を排出
するために先端に向かって先細になった円筒形の装置である。これは、排尿する男性のペ
ニスに装着し、流れの方向性を改善し、トイレの便器や着衣の汚れを軽減するために設計
されたものである。円筒形の部分には、使用者が排尿の方向付けをするとともに装着と取
り外しを容易にするためのハンドルが設けられている。しかし、この装置は、実質的にペ
ニスに装着するという、面倒な作業を行わなくてはならないことと、ペニスに残った余分
な尿を拭き取り、モップをかけたりするという衛生面での問題については何ら解決するも
のではない。
【０００５】
　特開２００１－１６１７３４号では、男性の方向の定まった排尿を補助する別の解決策
が開示されている。本文献は、男性が排尿中にペニスに装置を装着する代わりに、トイレ
の便器の上方に設けた支持構造体に支持した円錐形又は他の漏斗型形状のガイドシリンダ
を設け、その漏斗の中に排尿することで、飛散を抑制するとともに、トイレの便器やズボ
ンを汚さないように構成したものである。ガイドシリンダ部は使い捨てで、水に溶解する
紙製のものでもよく、あるいは、再利用可能で、繰り返し洗浄可能な軽量化を可能とする
ポリエチレン又はポリプロピレン製のものでもよい。ガイド型は、典型的には、長さ１０
から５０ｃｍであり、大径の開口の直径は１０から４０ｃｍ、小径の開口の直径は１から
５ｃｍである。支持構造部は、その一端がヒンジを介してトイレの蓋の下側に、あるいは
、伸縮性のアームを介して壁に取り付けられ、他端にシリンダガイド部を支持するための
保持リングを有する可動アームを有する。支持構造体は、ゴムやクランプのような滑り止
め材を取り付け、支持体において、ガイドシリンダ部の滑りを抑制するように構成されて
いる。特開２００１－１６１７３４号では、ガイドシリンダがペニスと接触してフィット
するように移動するとの開示がなく、それ自体では、尿が飛散したり、あるいは漏斗から
外れたりする可能性が残る。この組立体は、さらに、こぼれた尿が集まって、それ自体で
衛生的に危険な状態になる可能性がある付加的な機材を有している（例えば、支持構造体
や、漏斗自体が再利用可能である）。さらに、この文献では、ペニスやその周りからの余
分な尿をふき取ることについては、解決しておらず、また、抗菌又は抗真菌機能を有する
ものではない。
【０００６】
　スペイン特許第２１８１５４７号では、壁取り付け用ディスペンサ付きの一回の使用又
は使い捨ての男性用排尿装置について説明している。この装置は、床や周囲の汚れを防止
することにより、男性が起立状態で排尿した際の細菌や臭いを防止するように設計されて
いる。この装置は（例えば圧縮又はワックス塗布により）わずかに防水性を有するセルロ
ース又は紙のアダプタで形成され、円錐台形から円筒形へと続く上下続きのＹ字型形状、
又はより単純なＶ字型円錐台形もしくは円筒形であり、ペニスからの尿をトイレへと誘導
する。上記の装置は長さが約５０ｃｍ、Ｙ字型形状の場合は典型的には円錐台形状部分が
２５ｃｍで、円筒形状部分が２５ｃｍである。ペニスがフィットする大径の開口部の直径
は典型的には約５ｃｍであり、小径の開口部の直径は、典型的には約１．５ｃｍである。
多数の相互に積み重ねたガイドシリンダと、ディスペンサ内の連結装置の役割を含むディ
スペンサ装置について開示している。スペイン特許第２１８１５４７号で開示している装
置の欠点は、装置の長さが、その使い勝手を悪化させ、使用後、装置の内部に残る尿の量
が増える点である。この文献には、ペニスから余分な尿を拭き取ることや、抗菌機能によ
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る衛生面での改善については何ら言及していない。
【０００７】
　欧州特許第１０５５４０２号では、女性が起立状態で排尿できる女性用の排尿装置を開
示している。この装置は、使用中は、好ましくは四角形もしくはひし形の開口を有する逆
角錐台形状を呈する折り畳み式の導管状体を備える。この装置の目的は、特に、不衛生な
公共トイレに接触しないよう、女性が立った姿勢で排尿できるようにすることである。こ
の装置は、衛生上の理由から使い捨てであることが好ましいが、再使用可能な材料から形
成されていてもよい。この装置は、水不浸透性もしくは撥水製のコーティングを施した紙
又はボール紙などのような材料で形成されている。
【０００８】
　英国特許第２３６１８７１号、国際公開２００４／０２８３２２、国際公開２０００／
０１５１６６号、及び英国特許第２３９６８１９号を含む他の開示では、使い捨てもしく
は再利用可能な、典型的には女性が起立状態で排尿できるように補助する排尿方向安定化
装置について説明している。
【０００９】
　幾つかの従来の技術の文献では、男性（及び女性）が起立状態で排尿する際の尿の飛散
を軽減し、より方向の定まった排尿ができるようにするための有力な解決法を提供してい
る。しかし、これらの有力な解決法には、漏斗の長さが過度に長いという欠点が伴う。さ
らに、男性が起立して排尿する場合に、方向の定まった流れを改善して、使用者に対する
衛生面で改善しながら飛散を軽減できる適切な手段がない。
【００１０】
【特許文献１】特開平１０－２３４７６３号
【特許文献２】特開２００１－１６１７３４号
【特許文献３】スペイン特許第２１８１５４７号
【特許文献４】欧州特許第１０５５４０２号
【特許文献５】英国特許第２３６１８７１号
【特許文献６】国際公開２０００／０１５１６６号
【特許文献７】国際公開２００４／０２８３２２号
【特許文献８】英国特許第２３９６８１９号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　よって、使用者にとって、自立面と衛生面で改善された排尿方向安定化装置を提供する
ことを課題とする。
【００１２】
　本発明の目的は、使用者の手と輸尿領域を衛生的に清潔に保つ、もしくは浄化すること
が可能な装置を提供することにある。
【００１３】
　本発明のもう一つの目的は、使用現場で廃棄することができ、細菌の繁殖や使用者にと
っての不快を軽減できる装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の第１の態様によると、男性使用者の排尿の方向付けを改善するための排尿方向
安定化装置であって、前記装置は、使用者のペニスがフィットするように構成され、尿が
導管に流入するように設けられた基部側開口を有する基端と、尿を導管から排出させるた
めの先端側開口を有する先端を有する、尿が通過するための導管を備え、前記装置は内表
面と外表面を有し、内表面は、浄化、抗菌、殺菌、又は抗真菌機能のうちの一つ以上を有
し、それによって、排尿後に装置の内表面上で拭くことによって、使用者のペニスを浄化
できることを特徴とする装置が提供される。
【００１５】
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　本発明の第２の態様によると、排尿方向安定化装置用の使い捨て挿入物であって、装置
は、尿が通過するための導管と、使用者の輸尿領域にフィットするように構成された基端
と、尿が導管に流入するように設けられた基部側開口と、尿を導管から排出させるための
先端側開口を有し、尿の流れを通過させるように設けられたことを特徴とする先端部と、
排尿中には尿の流れに直接接触しない基部とを備え、前記使い捨ての挿入物は、装置の基
端の回り、もしくはその内部に取り外し可能に適合するように構成されており、装置の基
部の少なくとも一部に、吸収体及び／又は抗菌／殺菌及び／又は抗真菌機能を有したこと
を特徴とし、排尿後に基部の少なくとも一部で拭き取ることにより、使用者の輸尿領域が
浄化される。
【００１６】
　本発明の第３の態様によると、上記の排尿方向安定化装置を製造するための方法が提供
され、前記方法は、シート状の装置を形成する材料を準備し、前記材料の少なくとも一部
を抗菌又は抗真菌剤で含浸もしくはコーティングさせ、前記シート材をカットし、そこか
ら前記装置を組み立てる工程を備える。
【００１７】
　本発明の第４の態様によると、上記の装置の積み重ね組立体が提供され、前記組立体は
、前記装置を取り出すための取り出し部と複数の前記積み重ねられた装置を備える。
【００１８】
　本発明の第５の態様によると、男性の使用者の排尿の方向安定性を改善するための排尿
方向安定化装置又はそのための、使用者のペニスにフィットするように構成された挿入物
が提供され、装置又は挿入物は、少なくともその一部に抗菌又は殺菌及び／又は吸収コー
ティングを有し、使用者は、排尿後の取り外しの際に、ペニスから余分な尿を拭き取るこ
とができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明により、男性が起立した状態で排尿する際の方向制御が改善され、また使用者の
ペニスを、浄化、抗菌／殺菌及び／又は抗真菌機能を有する装置の一部によって浄化する
ことにより、衛生面でも改善することができる。装置の特定の部分に浄化、抗菌／殺菌及
び／又は抗真菌機能を提供することにより、使用者が使用後に装置を取り外すという行為
だけで洗浄作業を行うことができる。この装置は、トイレの周囲の領域や使用者の着衣に
尿をこぼしたり、汚したりする可能性を低減するとともに、使用者個人の衛生面も改善す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明による装置は、必要に応じて、また、必要な時にいかなる場所でも使用すること
ができる。この装置は、排尿中に方向を間違えることにより清潔性及び衛生的問題となる
家庭用もしくは公衆用の小便器又はトイレの便器に、方向性の定まった排尿をするために
特に有効である。また、この装置は、使用者に対し、衛生的な吸収力又は抗菌機能という
付加的利点を提供するものである。
【００２１】
　本発明は、全体として、使用者の排尿の方向の安定性を改善するための排尿方向安定化
装置、又はその装置のための挿入物を提供するものであり、その装置は、使用者の輸尿領
域がフィットするように構成され、その少なくとも一部に抗菌／殺菌／抗真菌及び／又は
吸収機能を有し、使用者が、排尿後に取り外す際に輸尿領域からの余分な尿を拭き取るこ
とができるように構成されている。
【００２２】
　本発明及びその実施の形態を以下に説明するに当たり、基部、先端とは、装置の使用中
、装置又は挿入物上の使用者に対する位置を指す場合に使用する。
【００２３】
　排尿方向安定化装置は、尿の通路となる導管を備え、使用者の輸尿領域がフィットする
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ように構成された基端と、尿が導管に流入するように設けられた基部側開口と、尿を導管
から排出させるための先端側開口を有する先端とを有する。この装置は、さらに、尿の流
れの通路を形成することを特徴とする先端部と、排尿中に尿の流れと実質的に接触するこ
とがない基部を有するものとして定義される。この装置は、内表面と外表面を有する。内
表面とは、平坦面で先端側と基部側開口を覆うことにより、装置内に形成された内部容積
を規定する表面を意味する。
【００２４】
　本発明による装置では、内表面が浄化、抗菌又は殺菌、あるいは抗真菌機能のうち少な
くとも１つを有する。これは、好ましくは、前記機能を有する配合剤又は組成物で内表面
をコーティング及び／又は含浸させることにより実現する。好ましくは、基部の少なくと
も一部は、浄化、抗菌又は殺菌、あるいは抗真菌機能のうち少なくとも１つを提供してい
るので、排尿後に基部の少なくとも一部で拭き取ることによって使用者のペニスを浄化す
ることができる。
【００２５】
　同様に、尿が通過するための導管を備え、使用者の輸尿領域がフィットするように構成
された基端と、尿が導管に流入するように設けられた基部側開口と、尿を導管から排出さ
せるための先端側開口と、尿の流れを通過させるために設けられた先端部を有する先端と
、排尿中に尿の流れと直接接触することがない基部とを有する、再利用可能な排尿方向安
定化装置の内部に設ける挿入物を提供する本発明の態様によると、挿入物は装置の基端の
周り及び／又は内部に取り外し可能に嵌合するように構成され、挿入物の内表面の少なく
とも一部上に、好ましくは、装置の基部の少なくとも一部に、洗浄、抗菌／殺菌又は抗真
菌機能を提供しているので、排尿後に基部の少なくとも一部で拭き取ることによって使用
者のペニスを浄化することができる。
【００２６】
　本発明による方向安定化装置は、使い捨てでもよく、あるいは、前述の使い捨て挿入物
を取り付けた再利用可能な装置でもよい。本発明の好ましい特徴は、排尿方向安定化装置
の、少なくとも汚れた部分は、一度使用し、汚れたら破棄する。同様に、本発明の抗菌／
殺菌又は抗真菌、あるいは吸収機能は一回の使用向きの機能である。
【００２７】
　上記からわかるように、本発明は２つの態様、すなわち、排尿方向安定化装置と、排尿
方向安定化装置用の挿入物を含み、その装置及び／又は挿入物は、抗菌／殺菌及び／又は
抗真菌及び／又は吸収機能を備えているため、使用者のペニスを排尿後に装置から外す際
に浄化することができる。
【００２８】
　以下に示す説明では、本発明の第１の態様による排尿方向安定化装置について述べる。
しかし、内容によっては、その排尿方向安定化装置用の挿入物についても述べる。
【００２９】
　本発明の実施の形態では、排尿方向安定化装置（又はその装置のための挿入物）は、男
性が排尿する際に使用し、方向の正確性を改善するものである。この装置は、包茎の男性
にとって特に有利である。本実施の形態によると、基端はペニスの先端が好ましくは心地
よく基部側開口に適合し、装置と（好ましくはペニスの周囲に緩いシールを形成するよう
に）フィットする形状及び寸法であるとともに、排尿中に装置の導管を尿が通って先端側
開口から排出される。よって基部側開口は、全体的に十分な寸法と適した形状であれば、
四角形、五角形、六角形、溝付き形状、など、いかなる形状でもよいが、楕円形、円形な
ど、よりフィットしやすい形が好ましい。本実施の形態による装置の全体的な形状は適し
た形状であればいかなるものでもよい。例えば、装置は、三角、四角、五角、六角形等の
逆角錐（そのピラミッドの大きい側の端部が装置の基端となる。）やその他の形状、又は
、代わりに尿が導管内を素早く流れるように溝をつけた形状、もしくは円錐形状などがあ
る。装置は、さらに、円錐形又は逆角錐形に加え、先端側に別に円筒形又は別の角錐形の
延長部を備えていてもよい。好ましくは、装置は、基部側開口が円錐の基部として形成さ
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れ、先端側開口が円錐の切断側の頂部として定義される円錐台形状である。
【００３０】
　浄化及び／又は抗菌／殺菌及び／又は抗真菌機能は内表面、好ましくは装置の基部に対
し、適切であればいかなる処置によって提供してもよい。好ましくは、男性の使用者によ
って装置を取り外す際に付与し、基部の対応する部分が尿道の外側端部に直接接触してそ
の周囲の領域で吸収及び／又は浄化効果を提供する。装置が略円錐台形である一実施の形
態では、吸収及び／又は抗菌／殺菌及び／又は抗真菌機能を装置（例えば円錐台形状）の
基部の内表面の広い領域、又は好ましくは全体にわたる部分において使用することにより
、使用者がどの回転位置で装置を使用しても、効果が得られるように構成されている。好
ましくは、コーティングの長手方向の寸法（例えば、導管の軸方向）は、１０から５０ｍ
ｍの範囲、さらに好ましくは１５から３０ｍｍである。また、別の実施の形態では、内表
面全体において、好ましくはそのような特性を有する配合剤又は組成物でコーティング又
は含浸させることにより、浄化、抗菌／殺菌及び／又は抗真菌機能が提供されている。
【００３１】
　さらに、装置は、任意で延長タブ（開口から外側に延在し、開口へのリムによって形成
される）を設け、使用中には、ペニスの下側に位置させ、任意で吸収及び／又は抗菌／殺
菌機能を提供して使用後に装置を取り外すときにペニスの先端をさらに浄化してもよい。
このようなタブにより、装置の重なりから容易に取り外しができるようになり（装置が装
置の基端から取り出すようになっている場合）あるいは、複数の装置が重なって取り出さ
れてしまう可能性を低減する（装置が装置の先端から取り出すようになっている場合）と
いう利点がある。しかし、製造を容易にするためには、そのようなタブはないほうがよい
。
【００３２】
　任意で、浄化及び／又は抗菌／殺菌及び／又は抗真菌機能を装置の外表面に設けて使用
者の手を浄化し、衛生的に保つように構成してもよい。
【００３３】
　本実施の形態の装置は、特に、装置が紙又は紙状の材料によって形成されている場合に
は、好ましくは基端のロールエッジよって擦過傷の可能性を低減し、使い心地を改善する
。
【００３４】
　本実施の形態の装置の寸法は、適当なものであれば、状況によっていかなる寸法にして
もよい。しかし、好ましくは、長さ５０から１５０ｍｍ、さらに好ましくは６０から１０
０ｍｍ、そして、もっとも好ましくは６５から８０ｍｍの範囲である。好ましくは、基部
側開口は、４０から７５ｍｍの範囲、さらに好ましくは５０から６５ｍｍ、そしてもっと
も好ましくは、５５から６０ｍｍの範囲である。先端側開口は、好ましくは５から３０ｍ
ｍ、さらに好ましくは、１０から２５ｍｍ、そしてもっとも好ましくは、約１５から約２
０ｍｍの範囲である。
【００３５】
　再利用可能な装置用の挿入物は、好ましくは再利用可能な装置それぞれの基部側開口の
基端、もしくはその一部の形状である。挿入物は、基部側開口の一部の周囲に外側リップ
又はスリーブ部を設け、挿入物とそのリップ又はスリーブが再利用可能な装置と係合して
、基端上のスリーブ又はリップが再利用可能な装置の外側の一部を覆うように構成されて
いる。挿入物は、それを装着する再利用可能な装置の内表面全体に倣った形状に形成して
もよいが、好ましくは、再利用可能な装置の内表面を部分的のみ覆う形状とし、また好ま
しくは基部（あるいは少なくともその一部）上を覆うような形状として、装置を取り外す
際に輸尿領域が挿入物及びその抗菌／殺菌及び／又は抗真菌又は吸収部に直接接触して使
用者を浄化することができるように構成する。例えば、排尿方向安定化装置内への挿入物
は、基部側開口リムの少なくとも後部（使用中）上のスリーブを形成してもよく、及び／
又は、装置の基部の少なくとも後部に適合する形状とし、そこに吸収及び／又は抗菌／殺
菌及び／又は抗真菌機能を有することにより、使用者が装置を取り外す際に、挿入物及び
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その衛生機能が、輪尿領域に接触し、もしくは都合よく接触され、残った尿を吸収し、及
び／又は衛生物質を輸尿領域の尿路の端部周囲に塗布するように構成してもよい。このよ
うに、本発明による挿入物は、再利用可能な排尿方向安定化装置の衛生的な使用を実質的
に改善することができる。
【００３６】
　本発明による挿入物は、現存の、もしくは新規な排尿方向安定化装置（例えば、単純な
再利用可能な円錐台形装置）に適合する形状もしくは構成として装置の衛生面を向上する
ようにしてもよい。
【００３７】
　本発明の装置は、好ましくは単用であり、そのために、紙、セルロース又は他の繊維材
料、もしくはプラスチック材のような使い捨て材料で構成する。好ましくは、装置は紙又
はセルロース材から形成し、環境上の理由から、もっとも好ましくは紙、もしくは他の生
分解性の材料で形成し、水洗トイレで流すことができるか、もしくは容易に廃棄できるよ
うにする。使用中に装置の丈夫さ及び装置の完全性を維持するため、装置が、液体を吸収
できるコア材料から形成されている場合、もしくは（紙のような）生分解性の材料である
場合、少なくとも先端部の内側面と、好ましくは基部、あるいは、任意で基部の吸水性を
有する部分以外の装置全体が、例えば、圧縮、防水性又は撥水材料の塗布、もしくは防水
性又は撥水材料への含浸によって防水性もしくは撥水性を有するように構成する。好まし
くは、（一回の排尿を補助するために）必要とされる防水性の程度は、装置を形成する紙
材料の圧縮によって実現する。これにより、装置、特に装置の先端部は水を弾き、尿が装
置を阻害されることなく通過すると同時に装置が使用後もその完全性を保つことができる
。好ましくは、基部側開口は、ロールエッジを有するリムによって形成し（特に、装置が
紙やそれに類似する製品で形成されている場合）、使用時の擦過傷の可能性を低減すると
ともに装置の使い心地を改善する。
【００３８】
　一実施の形態では、装置の基部の少なくとも一部は、吸収性及び抗菌／殺菌及び／又は
抗真菌機能、特に抗菌性又は殺菌機能を有し、この機能は低アレルギー誘発性でなければ
ならない。吸収性を有する部分は、装置の基部に設け、例えば、装置が吸水性のコア材料
で形成されている場合には、装置の基部の一部を除いた部分に防水加工を施すことにより
、基部に吸収性を残すようにする。あるいは、吸収性を有する部分は、基部の内側面の少
なくとも一部に、吸水親水性材料、織物、又は親水性発泡体のような吸水性材料を積層も
しくはコーティングすることによって、あるいは、内側面の少なくとも一部に親水性の腐
食剤を含有するシリカ又はクレイのコーティングのような多孔性材料をコーティングする
ことによって形成してもよい。吸収性機能として使用するのに適した積層もしくはコーテ
ィング材料は、レーヨンアセテートのニードルフェルト製品のような滲出材料、羊毛、綿
、レーヨン、ナイロン及び／又はポリエステルを含む単一成分繊維（又は合成成分繊維材
）などが例示される。他の適した吸収性材料としては、ポリウレタン発泡体のような発泡
ポリエステル材、合成ポリマーのメッシュ、及びラテックスのような伸縮性の固体などが
挙げられるが、重合体発泡体の吸収体が、自然状態で親水性を有するので好ましい。ポリ
ビニルアルコールなどのような膨潤ポリマーも、吸収性機能を有するものとして使用する
ことができる。吸収性機能は、シリカ、クレイ、硫酸カルシウム、炭酸カルシウム、ある
いは他の無機吸水材のような、多孔材料を形成する無機微粒子の積層又はコーティング（
あるいは含浸）によって提供してもよい。任意で、吸収性材料（無機微粒子、ポリマー発
泡体又は膨潤性ポリマー、あるいは、滲出性材料）は、尿（特に尿素やアンモニア化合物
）を捕獲することができる腐食性材料を含むもしくは含浸していてもよく、これにより、
吸収性材料の効果が高まるとともに、使用済み装置の廃棄時に伴う臭気を低減することが
できる。さらに、吸収性の層もしくはコーティング材料は、さらに、芳香剤を含浸させる
、あるいは、吸収させ、液体に接触すると任意に発散して使用済みの装置からの臭気の問
題を軽減するとともにさらに、公衆もしくは家庭用トイレの中において芳香効果をもたら
すこともできる。吸水性もしくは滲出材料の層（単数又は複数）もしくはコーティングに
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よって吸収機能を提供する場合には、深さ／厚み２．５ｍｍまで、より好ましくは約０．
５から約２ｍｍの層を提供する。
【００３９】
　また、任意で、吸収コーティング又は吸収部は、装置の外表面に設け、使用者の手又は
指の汚れをその材料を使って簡易に浄化できるようにしてもよい。
【００４０】
　本発明の好ましい実施の形態によれば、この装置は、外表面上には、主に広告を載せる
ことができる。典型的には、これは、インクジェット印刷等で実現でき、装置は、（装置
の外表面を形成する）一面側にインクジェットイメージが印刷できるような媒体から製造
するのが好ましい。高画質を実現するため、装置を形成する媒体は、一面側を、任意で多
孔又は非多孔（膨潤性）媒体などのようなインクジェット印刷が可能な媒体で構成するの
が好ましい。
【００４１】
　媒体は、多孔媒体が好ましい。多孔媒体を利用することにより、イメージが高速インク
ジェット印刷法で形成できる一方、出来上がった装置に対し、装置の外表面が液体（特に
水性の流体）に対し高吸収性を有するという付加的な機能を提供し、水や尿の飛散や滴を
素早く吸収し、使用者の手に付着するのを防ぎ、同様に、使用者の手に付いた水や尿を素
早く吸収することができる。
【００４２】
　適したものであれば、いかなる多孔媒体でも使用可能である。好ましくは、多孔媒体は
、水洗トイレで流すことができるか、排気できるよう、生分解性を有するものを使用する
。
【００４３】
　多孔媒体は典型的には微粒子材料で形成され、典型的には無機微粒子、任意で有機微粒
子を樹脂で接着したものを使用できる。適したものであれば、ポリビニルアルコールなど
、いかなる樹脂も使用可能である。任意で、多孔媒体としては、孔の網状組織を有する膨
潤性ポリマー材を使用してもよい（例えば効果前に活性化する発泡剤に膨潤性ポリマーで
コーティングするなど）。この場合、膨潤性ポリマーは、ポリビニルアルコールや他の水
溶性ポリマー材が好ましい。
【００４４】
　このような、適した無機微粒子材料としては、例えば、シリカ（例えばコロイド状シリ
カ）、アルミナ（例えばアルミナゾル、コロイド状アルミナ、陽イオン酸化アルミニウム
又はその水化物、擬似ベーマイトなど）、表面処理陽イオンコロイド状シリカ、ケイ酸マ
グネシウム、ケイ酸アルミニウム、炭酸マグネリウム、カオリン、タルク、硫酸カルシウ
ム、硫酸バリウム、二酸化チタン、酸化亜鉛、硫酸亜鉛、炭酸亜鉛、サテンホワイト、珪
藻土、ケイ酸カルシウム、水酸化アルミニウム、リトポン、ゼオライト（モレキュラーシ
ーブ３Ａ、４Ａ、５Ａ及び１３Ｘなど）、加水ハロサイト、及び水酸化マグネシウムのう
ちの一つ以上を含むものが挙げられる。
【００４５】
　結合剤としては、無機微粒子材料を効果的に結合し、顔料や染料、好ましくは顔料を保
持して高画質の印刷イメージを形成可能な多孔インク受容層を形成することができればい
かなる結合剤でもよい。そのような、適した結合剤としては、例えば、ゼラチン、アルブ
ミン、グアール、キサンタン、アカシア、キトサン、及びその誘導体などの自然発生する
親水性コロイド及びゴム、機能性プロテイン、機能性ゴム及びスターチ、セルロースエー
テル及びヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキプロピルセルロース、及びカルボキシメ
チルセルロースなどのその誘導体、ポリビニルオキサゾール、ポリビニルメチルオキサゾ
ール、ポリオキサイド、ポリエーテル、ポリ（エチレンイミン）、ポリ（アクリル酸）、
ポリ（メタクリル酸）、ポリアクリルアミドを含むｎ－ビニルアミド、ポリビニルピロリ
ドン、ポリエチレンオキシド、ポリビニルアルコールとその誘導体及び重合体のうちの一
つ以上、最も好ましくはポリビニルアルコールが挙げられる。結合剤は、無機微粒子剤と
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結合剤の比率が７０：３０から９９：１、好ましくは７５：２５から９６：４、そしてさ
らに詳しくは８５：１５から９５：５の分量で含まれることが好ましい。
【００４６】
　インクジェット受容媒体内に存在する他の成分としては、例えば、界面活性剤及び腐食
剤が挙げられる。イメージの密度をさらに改善するため、インク受容層の中のインク内の
染料又は顔料を結合するのに有効な、適した腐食剤としては、例えば、陽イオンポリマー
、例えば高分子第四級アンモニウム化合物、又はポリ（ジメチルアミノエチル）メタクリ
レート、ポリアルキレポリアミンやジシアノジアミド、アミン－エピクロロヒドリン重縮
合体によるそれらの縮合製品などの原重合体、二価基１１金属イオン、レシチン及びリン
脂質化合物、又は、転写された染料材料の定着を助けることができる、適した腐食剤など
が挙げられる。腐食剤の例としては、ビニルベンジルトリメチルアンモニウムクロライド
／エチレングリコールジメタクリレート、ポリ（ジアリルジメチルアンモニウムクロライ
ド）、ポリ（２－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウム）エチルメタクリレートメタサル
フェート、ポリ（３－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウム）プロピルクロライドなどが
挙げられる。好ましい腐食剤は第四級アンモニウム化合物である。
【００４７】
　任意で、装置を形成する媒体は、イメージを表示する側は、印刷された容器が、トイレ
で使用する可能性の高い本装置の場合は典型的にそうであるように、高温多湿の場所に保
存された際にイメージの劣化を低減するために、アロフェンのような非晶質水酸化アルミ
ノケイ酸塩を含んでいてもよい。
【００４８】
　本発明の実施の形態によると、装置を形成する媒体の一側（外表面）にイメージ受容性
を使用する場合、これは、（上記のような）多孔インク受容層を適当な支持体上に設ける
ことによって実現するのが好ましい。支持体の非イメージ受容表面は典型的には装置の内
表面によって形成される。状況に適したものであれば、樹脂コーティングした支持体（例
えば樹脂コーティングした紙）などいかなる支持体を使用してもよいが、好ましくは非樹
脂コーティング支持体、さらに好ましくは非樹脂コーティング紙を使用する。
【００４９】
　好ましい実施の形態では、本発明の排尿方向安定化装置は、外表面に設けたイメージを
有する。特に好ましい実施の形態では、装置の使用環境がトイレの湿度の高い環境のため
、形成するイメージは水によって変化しないイメージとし、イメージを形成しているイン
クの滲みやぼけを防ぐ。水によって変化しないイメージは、適したものであればいかなる
手段で実現してもよいが、その方法の一例として、装置を形成する媒体のイメージ受容表
面にエポキシ樹脂を使用して、印刷時にインクとともにエポキシ硬化剤を使用する。
【００５０】
　本発明による装置の外表面に、個人用のメッセージや広告等のイメージが付されたこの
好ましい実施の形態によると、トイレのような湿度の高い雰囲気で滲まないようにイメー
ジを定着させるのが好ましい。イメージを表示した外表面は、上記に定義したような多孔
インク受容層が好ましく、それにより、イメージはきれいな色と解像度で形成される。装
置の内表面は、少なくとも一時的に防水性を発揮する上記のような圧縮紙、もしくはコー
ティングとする。内表面には、浄化、抗菌／殺菌及び／又は抗真菌機能を、好ましくは媒
体にそれらの機能を有する組成物をコーティング又は含浸することによって、もっとも好
ましくは粉の配合剤（保導管中に乾燥しがちな液体配合剤に比較して貯蔵寿命が長い）を
使用する。
【００５１】
　イメージは、任意の方向に向けて外表面に設けることができる。しかし、一実施の形態
では、イメージは先端を上方向に向けたときに希望通りに見えるように、外表面上に形成
すれば、重なった先端が上方向に向いた際に、有益な角度から見えるので好ましい。
【００５２】
　好ましくは、抗菌又は殺菌又は抗真菌機能は、装置の基部の内表面の少なくとも一部に
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提供し、任意で使用者の指が接触する装置の外表面の少なくとも一部にも提供する。抗菌
材料を、表面コーティング又は処理として、吸収材（装置に吸収材が含まれている場合）
又は装置の内表面に塗布することができる。あるいは、材料（例えば、繊維／ポリマー／
吸収材の孔）の中に合成することができる。好ましくは、周知であるとともに使用と人へ
の接触に適した市販の抗菌組成物で、細菌生物体（例えば大腸菌、緑膿菌など）に対して
有効な物質を使用する。そのような抗菌組成物の一例としては、マサチューセッツ州チュ
ークスベリーのＳｕｒｆａｃｉｎｅ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ社製造の
銀系抗菌剤、Ｓｕｒｆａｃｉｎｅ（登録商標）を使用する。あるいは、殺菌剤を使用して
もよい。適していれば、マレーシアＳｅｌａｎｇｏｒの、Ｄａｒｕｌ　ＥｈｓａｎのＣｏ
ｓｍｉｃ　Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ　ＳＤＮ　ＢＨＤ社によるＤ　ＤＯＮ―２ＴＭのように、
水と、シリコンオイルと、塩化セチルピリジニウム（第四級アンモニウム塩）の混合物な
ど、いかなる殺菌剤を使用してもよい。
【００５３】
　「殺菌剤」という語は、微生物の作用を抑制する抗菌物質のカテゴリーに属するものす
べてを意味する。例として（これらに限るものではないが）、クロルヘキシジン、メチル
イソチアゾロン、チモール、アルファ－テルピネオール、塩化セチルピリジニウム及びク
ロロキシレノールなどが挙げられる。例示したこれらの殺菌剤は、一種類もしくは組み合
わせて適当な分量を、本発明の装置の基部の少なくとも一部に塗布するかもしくは含浸さ
せることによって使用することができる。
【００５４】
　装置の基部の少なくとも一部に吸収機能と抗菌／殺菌又は抗真菌機能を提供している場
合、これら前記機能が隣接的に使用されているのが好ましい。任意で、抗菌／殺菌及び／
又は抗真菌機能は、抗菌／殺菌及び／又は抗真菌物質（単数又は複数）を、設けられた吸
収材（単数又は複数）に含浸させることによって使用してもよい。
【００５５】
　いずれの場合も、抗菌／殺菌及び／又は抗真菌機能は、低アレルギー誘発性剤もしくは
物質でなければならない。
【００５６】
　任意で、装置の内部は、使用者と接触すると放出又は塗布されるカプセル型アルコール
配合剤のような洗浄水を有していてもよい。
【００５７】
　特に有用な実施の形態では、吸収浄化部を基部側内部の少なくとも一部と、装置の外表
面の少なくとも一部に設け、その吸収浄化部を、重ねると、一つの装置の内部の吸収浄化
部が別の装置の外部に設けた吸収浄化部と接触するように配置する。この構成は、洗浄水
又は浄化剤があれば、保導管中、その領域が封止されることにより、材料が乾燥したり劣
化したりするのを抑制することができる。
【００５８】
　本発明の装置又は挿入物は、例えば、装置を形成する材料を形成するシートの状態で提
供し、前記材料の少なくとも一部を抗菌／殺菌又は抗真菌剤で含浸又はコーティングし、
前記シート材をカットし、そこから上記の装置を組み立てることにより作成することがで
きる。好ましくは、製造は、連続的な工程で行う。シート材（例えば紙）を例えば、ロー
ルツーロール工程において吸収材（例えば特定のパターンに従って糊でコーティングし、
吸収材の繊維でコーティングする）及び／又は、抗菌／殺菌又は抗真菌剤でコーティング
する。シート材をカットし、仕上げをして本発明の装置を形成できる。好ましくは、装置
にイメージ（例えば広告）を設ける実施の形態では、製造方法のうち、シート材をカット
し、仕上げる工程の前に、シート材を画像受容（好ましくはインク受容、そして、より好
ましくは多孔）媒体を形成するための配合剤でシートをコーティングし、コーティングを
乾燥させて、典型的には（コンピュータ制御された）シート上のテンプレートの配置に従
って、その上に一つ以上の希望のイメージを形成し（典型的にはカットと仕上げの前）（
例えば高速インクジェット印刷により）、カッティング及び仕上げによって、外表面にイ
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メージを有する装置が提供される。
【００５９】
　例えば、家庭内又は公共での利便性のため、本発明の装置を取り出せるように、装置（
又は挿入物）が積み重ねられており、装置を先端側から、もしくは基端側から取り出せる
ように構成した装置用の積み重ね組立体を提供している。好ましい一実施の形態では、装
置はディスペンサに積み重ねられ、先端側から取り出されるように構成している。本実施
の形態では、例えば広告など、装置の外表面に設けたイメージがもっともよく見えるよう
に、積み重ね組立体は積み重ねた装置の先端が上に来るようにし、積み重ね組立体の先端
から各装置を取り外すことによって、上から取り出せるようになっている。本実施の形態
では、イメージが形成された装置を装置の先端が上に向いている場合には、希望の向きに
見えるように使用するのが好ましい。
【００６０】
　好ましくは、広告や他のイメージ又はメッセージを設けた装置の積み重ね組立体におい
て、積み重ね組立体の中に一つ以上の広告メッセージを設けるように装置を構成し、好ま
しくは、積み重ね組立体の中の次の装置に、前の装置とは異なる広告を表示するようにし
て、一人の使用者に対し倍の広告が表示するように構成する。これは、複数の製品を有す
る広告主にとって特に魅力的なことである。
【００６１】
　任意で、排尿方向安定化装置の先端にひだを設けてもよく、排尿中に流体の圧力がかか
ると、先端の開口が、尿が通過できるように十分に開き、一方では、装置がその積み重ね
から取り出しやすくなる。
【００６２】
　本発明の装置は、（例えば医療目的で）検尿サンプルを採取する際に使用するよう構成
したまた別の実施の形態にも応用できる。特に挿入物は、受動的な排尿の患者を補助する
ことを目的とした装置に応用し、挿入物により、受動的な排尿後にその装置を取り外す際
にもその清潔性を保つことができる。
【００６３】
　図面に基づいて本発明について説明するが、この説明が発明の範囲を制限するものでは
ない。
【００６４】
　図１を参照する。方向安定化排尿装置は、円錐台の漏斗１を備え、漏斗１を貫通するよ
うに内部で形成された導管と、使用者のペニスの先端周囲に適合するように構成された大
径の基端側開口３と、導管を通って尿が排出されるように形成された小径の先端側開口５
を有する。装置は、尿が先端側開口５へと進む際に通過する先端部７と、基部９を有し、
先端部７と基部９の境界線はペニスの先端が使用中に装置とフィットする領域あたりとな
る。典型的に、排尿中又は直後の漏れや飛散が基部９を濡らすことはあっても、基部９の
表面が排尿中に尿と実質的に接触することはない。基部は、吸水性及び／又は耐感染性又
は抗真菌性を提供することが可能なコーティング１１（斜線領域）を有することを特徴と
する。コーティング１１の先端側縁部は装置の先端部７と基部９の境界線を規定するもの
でも、あるいは境界線を越えて延在するものでもよく、あるいは、基部９の範囲内の特定
の領域に位置するものでもよい。図１、図２及び図４において、コーティング１１は装置
の内周を覆うものとして示されており、図４からわかるように、構成材料によって異なる
が、数ミリの厚さを有し、それにより、特別な吸水性と、使い心地のよさと装着者にとっ
てよりよいフィット感を提供する。図４からわかるように、基部側開口３は、装置の構造
上の完全性を提供し、積み重ねられている間及び使用中に基部側開口３の形状を維持する
よう補助するだけでなく、装置の強度を改善し、使用中につぶれることがないようにする
ためのロールエッジ１３によって形成されている。装置は必要な寸法で製造してもよいが
、図面によると、長さ１５が約７０ｍｍ、基端側の直径１７が約５８ｍｍ、先端側直径１
９が約５ｍｍである。
【００６５】
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　装置１は装置１が形成されている材料からなる織物の上に所定の形状にコーティング１
１を被覆し、その材料を、円錐台形状に組み立てて縁部２１に沿って封止することによっ
てコーティング１１が希望の形状に形成されるようにカットすることによって製造するこ
ともできる。
【００６６】
　使用中は、装置１は尿路の終端が境界線領域又は先端部７上までくるように使用者のペ
ニスの先端にフィットする。排尿中は、尿が先端側開口５を通って目的物、例えば小便器
又はトイレの便器に向いて排出されるように必要に応じて装置１を方向付ける。排尿が終
了したら、ペニスの先端をコーティング１１を横切って擦るようにしてペニスの先に残っ
た尿を拭き取り、そして／又は抗菌剤をペニスに塗布して衛生面を改善しながら装置１を
外す。吸収材及び／又は抗菌／殺菌又は抗真菌コーティングを基部側領域に位置させるこ
とにより、好ましくは、ペニスの下側に位置させることにより、（後でこぼれたり、垂れ
たり、手や着衣を汚したりしないように）残った尿の吸収性を高めることができ、任意で
（使用者の衛生面を改善するために）抗菌物質の塗布を単に装置１を取り外すという行為
で実現することができる。そして装置１は、衛生的に、都合のよい場所に設けた廃棄物容
器に廃棄することができる。
【００６７】
　本発明について、好ましい実施の形態の一つに基づいて説明した。しかし、本発明の範
囲逸脱することなく、当業者によってさまざまな変形、変更を加えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の方向性排尿装置の斜視図である。
【図２】図１に示す方向性排尿装置の平面図である。
【図３】図１に示す方向性排尿装置の側面図である。
【図４】図３に示す方向性排尿装置の断面図である。
【符号の説明】
【００６９】
　１　　装置
　３　　基端側開口
　５　　先端側開口
　７　　先端部
　９　　基部
　１１　コーティング
　１３　ロールエッジ
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